
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
る
際
、
そ
の
語
源
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、

い
わ
ゆ
る
語
義
解
釈
（
旨
冒
具
は
”
①
ｑ
目
○
］
ｏ
曙
）
は
有
効
な
方
法
で

あ
り
、
佛
教
諭
書
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
教
義
的
解
釈
が
優
先
す
る
あ
ま
り
、
語

①

形
的
に
は
全
く
無
理
な
解
釈
を
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
し
か
し

そ
の
こ
と
は
返
っ
て
、
教
義
的
内
容
を
研
究
す
る
場
合
に
は
興
味

あ
る
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
上
げ
る

「
心
（
。
葺
騨
）
」
も
そ
の
代
表
的
な
一
例
で
あ
る
。

佛
教
諭
書
に
お
い
て
、
：
。
弄
冨
》
》
が
語
形
的
に
は
無
理
な
語
義
②

解
釈
を
さ
れ
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
周
知
の
如
く
、
言
昌
苗
》
〕
は
《
《
く
削
（
考
え
る
）
こ
の

は
「
心
（
９
５
）
」
の
語
義

じ
め
に

ｌ
特
に
ヴ
Ｚ
〈
バ
ン
ド
ゥ
の
立
場
を
中
心
に
し
て
Ｉ

解
釈

過
去
受
動
分
詞
か
ら
で
き
た
名
詞
で
あ
る
が
、
し
か
も
佛
教
（
特

に
北
伝
系
）
で
は
主
と
し
て
《
↑
く
則
（
集
め
る
、
積
む
）
こ
や

真
・
詳
日
（
種
々
な
）
》
》
に
関
係
し
た
語
と
し
て
語
義
解
釈
さ
れ
て

③

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
語
形
的
に
は
無
理
な
語
義

解
釈
だ
と
い
っ
て
簡
単
に
捨
て
去
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
に

は
学
派
的
特
徴
が
見
い
出
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
小
論
で
は
、
『
倶
舎
論
』
以
前
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
諭
書
、
『
倶

舎
論
』
、
琉
伽
行
派
の
論
書
な
ど
に
お
け
る
一
《
ｃ
芹
国
冒
の
語
義
解
④

釈
を
順
次
検
討
し
て
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の

考
え
方
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
そ
こ
に
は
、
思
想
的

変
遷
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
サ
ン
ガ
と
共
に
琉
伽
行
派
の
理

論
体
系
作
り
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
足
跡

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

~丘
ヶ公、

藤
一
夫
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『
倶
舎
論
』
以
前
の
ア
ピ
ダ
ル
マ
で
「
心
・
意
。
識
」
の
語
義

解
釈
を
し
て
い
る
も
の
は
案
外
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
ず
有
部

系
の
諭
書
で
は
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
、
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
、
『
五
事

と
こ
ろ
で
、
佛
教
で
は
「
心
‐
｜
と
い
う
語
は
「
意
（
目
四
目
、
）
」

と
「
識
（
く
言
習
四
）
」
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
。
周
知
の

⑤

如
く
、
有
部
な
ど
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
は
、
「
心
」
と
「
意
」
と
「
識
」

は
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
聡
伽
行
派
で
は
、
「
心
」

⑥

は
ア
ー
ラ
ャ
識
（
第
八
識
）
、
「
意
」
は
主
と
し
て
染
汚
意
（
巨
稗
秒
‐

日
四
目
鮠
第
七
識
）
、
「
識
」
は
六
転
識
（
眼
識
乃
至
意
識
）
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
考
え
方
の
相
違
に
関
し
て
は
、
「
心
」
ば
か

り
で
な
く
、
「
意
」
と
「
識
」
の
語
義
解
釈
も
重
要
な
役
割
を
持

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
こ
れ
ら
は
同
時
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
の
「
意
」
と
「
識
」
に
関
し
て
は
、
思
想
史
的
に
も
重

要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
別
な
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た

い
。
た
だ
、
「
心
」
の
語
義
解
釈
の
検
討
の
基
本
的
資
料
と
し
て

文
献
を
引
用
す
る
際
に
、
「
意
」
と
「
識
」
に
関
す
る
部
分
も
併

せ
て
引
用
し
て
お
く
。
「
心
・
意
・
識
」
に
は
密
接
な
関
連
性
が

あ
る
の
で
参
考
に
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
三
つ
を
ま
と
め
て
議
論

し
て
い
る
文
献
（
諭
書
）
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

一
「
倶
舎
論
』
以
前
の
も
の

毘
婆
沙
論
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
「
心
・
意
・
識
」
は

本
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
述
隷
へ
た
後
で
、
異
説
と
し
て
三

⑦

者
の
差
異
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
、
前
の
二
論
害
に
関

⑧

し
て
は
す
で
に
水
野
弘
元
博
士
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に

『
大
毘
婆
沙
論
』
に
お
け
る
「
心
・
意
・
識
」
の
差
異
説
に
つ
い

て
は
判
り
易
い
一
覧
表
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は

そ
れ
に
順
じ
て
、
他
の
二
論
害
に
つ
い
て
も
一
覧
表
を
作
っ
て
お

く
。
（
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
関
し
て
は
水
野
博
士
の
表
に
従
う
が
、

『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』
（
旧
訳
）
の
訳
語
が
異
な
る
場
合
、
（
）
内

に
そ
れ
を
附
加
す
る
。
）

○
「
大
毘
婆
沙
論
』
（
大
正
二
七
・
三
七
一
ａ
ｌ
ｂ
）
、
『
阿
毘
曇

毘
婆
沙
論
』
（
旧
訳
×
大
正
二
八
・
二
八
一
ｂ
ｌ
ｃ
）

名
一
義
一

心
一
集
起
一

○
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
（
大
正
二
八
・
八
七
二
ｂ
）

業
一
世
一
施
設

遠
知
一
当
来
一
界

続
生

（
生
相
続
）

業

２
，
，
ダ
ゴ

心
一
未
来
一

意
一
過
去
一

識
一
現
在
一

鰯|冠

累積
､_"聚

戸、

輪生
門門
、ノ

界

種
族

（
性
）

名
一
世
葹
設

表

｜
（
分
昨
蝸
鍛
相

（
解
了
）

分
別

（
別
識
）

田
心
且
里

分
別

（
能
識
）

解
了

（
別
識
）

｜
（
譲
一
錨

一
（
窪
一
魂

ユ些

目Ij

行

五Z

HIj
道
こう

｜
（
儒
騨
）

遠
行

彩
画
一
滋
長

（
種
を
雑
色
）
’
（
増
積
）



こ
れ
ら
の
中
で
語
義
解
釈
と
思
わ
れ
る
も
の
は
表
中
の
義
の
差

別
で
あ
る
。
た
だ
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
は
少
し
問
題
が
あ
る
。
義

よ
り
も
業
（
作
用
）
の
差
別
の
中
に
語
義
解
釈
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

⑨

が
あ
る
。
表
は
玄
共
訳
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
旧
訳
で
は
義
と
業

の
範
晴
に
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
共
に
義
と
し
て
並
列
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
業
の
差
別
の
中
か
ら
語
義
解

釈
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
取
出
す
こ
と
に
す
る
。

『
大
毘
婆
沙
論
』
で
は
、
「
心
（
艮
国
）
」
の
語
義
解
釈
と
し
て

「
彩
画
（
種
有
雑
色
）
」
と
「
滋
長
（
増
積
）
」
が
考
え
ら
れ
る
。

「
彩
画
」
と
は
色
ど
り
に
富
ん
だ
絵
の
こ
と
で
、
は
っ
き
り
と
し

た
原
語
想
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
《
《
・
詳
国
》
》
と
関
係
し
た
語
で
あ

⑩

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
旧
訳
の
「
種
々
雑
色
」
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

○
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
（
大
正
二
八
・
九
九
三
ｂ
）

思
量

今二

月|」

知継
続
生
一
了
別

’

採
集

依
趣 陰|入

「
滋
長
」
は
、
玄
奨
の
訳
例
の
中
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

旧
訳
の
「
増
積
」
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
《
【
ベ
ョ
》
〉
と
関
係
し
た
語

⑪

で
あ
る
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
の
「
集
起
」

と
「
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
一
‐
採
集
」
は
共
に
↑
《
く
日
》
〕
と
関
係
し

た
語
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
成
実
論
』
で
は
、

心
意
識
体
一
而
異
レ
名
。
若
法
能
縁
是
名
為
し
心
。
問
日
、
若

爾
則
受
想
行
等
諸
心
数
法
亦
名
為
し
心
。
倶
能
縁
故
。
答
日
、

受
想
行
等
皆
心
差
別
名
。
ｌ
（
中
略
）
Ｉ
又
我
等
当
レ
説
一

心
心
数
法
名
字
義
韮
以
二
集
起
一
故
名
し
心
。
受
等
亦
能
集
．
起

後
有
司
相
同
し
於
レ
心
故
名
し
心
。
（
大
正
三
二
・
二
七
五
ｃ
）

⑫

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
心
」
は
「
集
起
」
で
語
義
解

釈
さ
れ
て
い
る
。
鳩
摩
羅
什
が
ど
ん
な
原
語
を
「
集
起
」
と
訳
し

た
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
《
↑
・
詳
薗
》
↑
の
字
義
、
す
な
わ
ち

語
義
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
《
《
く
日
》
、
と
関
係

し
た
語
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
能
集
．
起
後
有
一
」
と
目
的
語
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
《
《
・
冒
○
盆
》
》
で
あ
っ
た
可
能
性
が

強
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
後
に
述
べ
る
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
語

義
解
釈
（
：
。
旨
○
は
』
》
で
解
釈
し
、
玄
笑
も
そ
れ
を
「
集
起
」
と
訳
し
て

⑬

い
る
）
と
同
じ
で
あ
る
。

最
後
に
、
パ
ー
リ
の
ア
ビ
ダ
ン
マ
に
お
け
る
「
心
」
の
語
義
解
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な
語
義
解
釈
が
見
ら
れ
る
。

心
（
・
詳
圃
）
と
は
所
縁
（
閏
自
〕
目
煙
冒
）
を
考
え
る
（
・
目
①
陣
）

か
ら
心
で
あ
り
、
認
識
す
る
（
ぐ
箭
目
は
）
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
或
い
は
、
心
と
い
う
こ
の
語
は
す
べ
て
の
心
に
共
通

な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
世
間
心
・
善
心
・
不
善

心
・
大
所
作
心
な
る
も
の
は
〔
各
刹
那
の
〕
認
識
作
用
の
完

結
（
志
ぐ
四
口
勲
‐
ぐ
津
巨
）
に
よ
っ
て
自
ら
の
相
続
（
い
ぃ
口
薗
ロ
餌
）
を

積
む
（
ｏ
目
。
茸
）
か
ら
心
で
あ
る
。
異
熟
（
ぐ
ぢ
鼻
四
）
が
業
と

⑮

煩
悩
に
よ
っ
て
積
集
さ
れ
る
（
。
§
）
か
ら
心
で
あ
る
。
さ
ら

に
ま
た
、
す
べ
て
〔
の
心
〕
は
随
順
す
る
ま
ま
に
含
四
昏
目
ロ
‐

昌
冨
３
ｍ
）
種
々
な
る
こ
と
（
。
詳
冨
菌
）
に
よ
っ
て
心
で
あ

り
、
種
々
な
因
で
あ
る
こ
と
（
ｇ
雰
騨
‐
圃
国
冨
国
）
に
よ
っ
て

心
で
あ
る
と
、
そ
の
如
く
に
も
こ
の
場
合
の
意
味
（
語
義
）
が

知
ら
れ
る
ゞ
へ
き
で
あ
る
。
（
捧
留
や
畠
）

こ
こ
で
は
、
「
心
」
に
関
し
て
四
つ
の
語
義
解
釈
が
な
さ
れ
て
い

る
。
㈲
《
《
。
冒
辞
の
は
之
引
引
恥
』
、
。
《
《
。
旨
○
は
２
日
）
：
、
白
：
。
§

ミ
弱
》
、
伽
：
ｇ
§
菌
》
ｇ
§
‐
（
ｇ
§
の
再
、
胃
轡
）
§
で
あ
る
．

文
脈
や
列
挙
の
仕
方
か
ら
見
て
「
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
』
の
著
書

は
㈲
が
正
し
い
語
義
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
に
は
当
時
な
さ
れ
て
い
た

釈
の
一
例
を
上
げ
て
お
く
。
『
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
ニ
Ｉ
』
に
次
の
様
で
あ
ろ
う
主
要
な
語
義
解
釈
が
す
べ
て
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑭

厨
曽
）
を
考
え
る
（
・
旨
蔚
威
）

（
ぐ
箭
目
は
）
と
い
う
意
味
で

の
語
は
す
尋
へ
て
の
心
に
共
通

合
、
世
間
心
・
善
心
・
不
善

各
刹
那
の
〕
認
識
作
用
の
完

日
ら
の
相
続
（
い
ぃ
口
薗
ロ
餌
）
を

こ
の
節
で
は
主
と
し
て
『
倶
舎
論
』
を
取
扱
い
、
必
要
に
応
じ

て
、
サ
ン
ガ
バ
ド
ラ
の
『
順
正
理
論
』
と
『
顕
宗
論
』
に
言
及
す

る
。
「
心
・
意
・
識
」
の
語
義
解
釈
に
関
し
て
は
、
ザ
ン
ガ
バ
ド

ラ
も
『
倶
舎
論
」
主
ヴ
ァ
ス
、
ハ
ン
ド
ゥ
を
批
判
し
て
お
ら
ず
、
玄

英
訳
で
見
る
限
り
両
者
に
意
見
の
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
（
し
か

し
後
で
検
討
す
る
様
に
、
玄
英
訳
自
体
に
問
題
が
存
す
る
。
）

『
倶
舎
論
』
に
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

心
と
意
と
識
は
同
じ
意
味
で
あ
る
。
（
目
‐
程
：
）

〔
善
・
不
善
の
業
を
〕
積
む
（
。
甘
○
武
）
か
ら
心
（
昌
冨
）
で

あ
る
。
思
惟
す
る
（
冒
自
員
の
）
か
ら
意
（
目
騨
息
轆
）
で
あ
る
。

認
識
す
る
（
ぐ
苗
ロ
豊
）
か
ら
識
（
且
副
目
）
で
あ
る
。
別
な

人
々
は
「
浄
・
不
浄
の
界
（
因
す
な
わ
ち
種
子
）
が
積
集
さ
れ

る
（
。
§
）
の
で
心
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
〔
心
〕
が
〔
次
刹
那

の
心
の
〕
所
依
（
鼠
国
苫
）
と
な
る
と
意
で
あ
る
。
〔
前
刹
那

の
心
の
〕
能
依
（
鼠
凰
ｇ
）
と
な
る
と
識
で
あ
る
」
と
〔
言
う
〕
。

（
シ
ズ
切
言
も
勺
②
胃
１
つ
巴

⑱

こ
の
個
所
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
テ
キ
ス
ト
の
上
で
問

題
が
あ
る
。
原
文
の
《
《
２
３
己
こ
に
当
る
所
が
玄
英
訳
で
は
「
種

二
「
倶
舎
論
』
に
お
け
る
も
の
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々
差
別
（
ｏ
胃
騨
目
）
」
（
大
正
二
九
・
一
二
ｃ
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
個
所
の
他
訳
と
註
釈
を
調
べ
て
み
よ
う
。
先
ず

『
倶
舎
論
』
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
で
は
《
《
胃
侭
印
冨
（
。
§
日
）
》
、
弓
：

Ｚ
。
．
引
田
①
巨
．
ご
凹
寧
）
と
な
っ
て
い
る
。
真
諦
訳
は
「
善
悪
諸
界

所
二
増
長
一
故
名
し
心
。
或
能
増
．
長
彼
↓
故
名
レ
心
」
（
大
正
二
九
・
一

八
○
Ｃ
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
所
増
長
」
は
《
《
９
３
日
》
》
で

あ
ろ
う
。
「
能
増
長
」
は
少
し
前
の
《
《
・
旨
○
は
こ
に
対
す
る
彼
の

訳
語
「
増
長
」
か
ら
見
て
、
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
真
諦
訳
の
こ
の
後
半
部
分
は
原
文
や
他
訳
に
対
応
個
所
が
見

出
せ
な
い
た
め
、
真
諦
の
補
足
（
前
半
部
分
に
対
す
る
言
換
え
）
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
ヤ
シ
ョ
！
、
、
ト
ラ
釈
の
当
該
引
用

文
で
は
《
《
ｇ
菌
日
、
ゞ
で
あ
り
、
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
は
そ
れ
を
次
の

様
に
註
釈
し
て
い
る
。

「
浄
・
不
浄
の
界
が
積
集
さ
れ
る
（
。
§
）
の
で
心
で
あ
る
」

と
は
、
巽
習
の
安
住
と
い
う
点
か
ら
の
語
義
解
釈
（
ｇ
曽
鼬
目
‐

妨
騨
ョ
員
く
①
の
幽
由
。
悪
）
に
よ
る
経
量
部
の
考
え
、
或
い
は
琉
伽

行
派
の
考
え
と
し
て
で
あ
る
。
伝
属
く
石
巴
筐
富
岳
‐
こ
）

脚
註
に
よ
る
と
、
写
本
は
《
《
・
幹
３
日
ご
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

荻
原
博
士
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
本
論
の
真
諦
訳
に
基
づ
い
て
：
ｇ
‐

国
昌
》
ゞ
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
が
「
浄
・
不
浄

⑲

の
界
・
・
…
・
」
の
別
人
説
を
経
量
部
或
い
は
瑞
伽
行
派
、
特
に
琉
伽

行
派
の
考
え
方
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
荻
原
博

士
の
訂
正
を
支
持
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
後
に

も
述
べ
る
様
に
、
琉
伽
行
派
の
伝
統
で
は
「
心
」
を
《
《
く
則
こ
の

過
去
受
動
分
詞
に
よ
っ
て
語
義
解
釈
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
釈
弓
農
．
ｚ
○
．
麗
計
．
弓
．
鵠
号
の
）
と
プ
ー
ル
ナ

ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
釈
（
勺
鳥
．
ｚ
○
．
引
置
．
旨
．
ご
ざ
唖
）
で
も
共
に
当
該
引

⑳

用
文
は
《
《
冨
撹
、
冒
（
ｇ
冨
日
）
》
』
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
ど
う
し
て
玄
英
は
原
文
を
↑
《
・
胃
四
日
》
』
と
見
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
《
《
自
冨
日
』
》
と
｛
《
・
胃
騨
日
》
》
は
文
字
が
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
か
ら
、
写
本
の
書
写
人
か
或
い
は
玄
奨
自
身
が
読
み

⑳

誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
な
文
脈
で
あ
る

『
順
正
理
論
』
（
大
正
二
九
・
三
九
四
ｃ
）
や
『
顕
宗
論
』
（
大
正
二
九

・
八
○
三
ａ
）
に
お
い
て
も
玄
美
は
「
種
さ
と
訳
し
て
い
る
か
ら
、

彼
自
身
に
は
は
っ
き
り
し
た
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
少
な

く
と
も
彼
は
真
ｇ
茸
、
日
》
》
と
す
る
こ
と
に
何
ら
矛
盾
を
感
じ
て
い

⑳

な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
節
で
述
令
へ
た
様
に
、
『
倶
舎
論
』
以
前
に

も
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
一
異
説
で
は
あ
る
が
、
「
心
」
の
語
義
解

釈
を
↑
《
・
拝
愚
ゞ
》
で
す
る
考
え
方
が
あ
り
、
パ
ー
リ
の
ア
ビ
ダ
ン

マ
に
も
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
倶
舎
論
』
の
伝
統
の
上
に
も

言
凰
言
酋
》
】
と
す
る
説
が
あ
っ
て
、
玄
美
も
そ
れ
に
従
っ
た
か
、
或

い
は
直
前
の
《
《
Ｃ
旨
Ｃ
丘
》
↑
と
い
う
語
義
解
釈
と
重
複
し
な
い
た
め
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⑳

《
《
ｏ
詳
国
目
、
》
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、

筆
者
に
は
《
《
国
。
：
こ
と
《
《
９
国
目
こ
が
語
義
解
釈
の
上
で
重
複

す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
語
根
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
前
者
は
直

説
法
現
在
、
後
者
は
過
去
受
動
分
詞
で
あ
り
、
心
に
対
す
る
視
点

が
異
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
点
に
こ
そ
有
部
と
聡

伽
行
派
な
ど
の
違
い
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
も
関
連
す
る
が
、
も
う
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
は
本
論
と
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
釈
の
チ
↑
ヘ
ッ
ト
訳
で
《
《
・
旨
（
）
茸
〕
』

が
共
に
《
巨
営
ａ
ｇ
》
》
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
《
丘
耳
且

冨
こ
は
本
来
は
《
〈
名
の
ロ
・
の
名
胃
鼻
の
、
ｇ
ぐ
苞
①
》
》
な
ど
と
い
う
意

味
で
、
《
（
く
冒
昼
』
』
の
訳
語
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
『
倶

舎
論
』
で
も
こ
の
用
例
は
多
い
。
従
っ
て
、
こ
の
語
が
ど
う
し
て

《
《
・
冒
○
は
〕
』
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
真
意
は
判
ら
な

い
が
、
多
分
、
《
《
ｏ
冒
○
は
こ
を
《
《
負
‐
く
到
一
含
め
ｏ
関
口
》
の
①
］
⑦
９
》
》

の
方
向
で
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
釈

で
ま
》
Ｉ

⑳

。
、
の
ず
ゅ
・
由
国
民
巨
臼
。
”
の
ご
巴
冨
］
四
の
ｍ
○
ｍ
も
煙
片
ず
胃
①
Ｑ
ｂ
ｐ
印

の
①
耳
ご
め
庁
①
、
Ｈ
口
口
○
口
も
四
Ｈ
唇
。
ｐ
ご
く
の
二
○
①
、
ご
〕
Ｎ
画
ご
囚
言
一
。
○
ご

３
、
（
琴
ミ
・
》
弓
．
鴎
与
隼
）
善
・
不
善
の
業
を
積
む
か
ら
心

で
あ
っ
て
、
〔
積
む
と
は
〕
造
作
す
る
（
号
巨
３
日
⑳
冨
吋
○
ｓ

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

と
な
っ
て
お
り
、
《
《
ｏ
冒
○
丘
）
』
は
《
《
の
侭
ご
胃
一
葛
旦
冒
》
》
と

訳
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
言
Ｃ
旨
Ｃ
丘
』
』
は
業
を
「
積
む
」
（
起

こ
す
）
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
プ
ー
ル
ナ

ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
も
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
と
全
く
同
様
な
解
釈
を
し
て
い

⑮る
。
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
も

臼
ご
○
武
は
○
詳
計
Ｐ
Ｈ
ｐ
詳
臼
戸
口
か
巴
四
罠
口
幽
丙
員
い
ゅ
］
四
口
〕
ぐ
回
ｇ
ｐ
Ｏ
武
威

胃
讐
島
、
（
俸
民
ぐ
や
辰
］
景
勗
‐
岳
）
「
積
む
か
ら
心
で
あ

る
」
と
は
善
或
い
は
不
善
〔
の
業
〕
を
積
む
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
な
ど
と
同
一
の
方
向
で

あ
る
と
考
え
得
る
。
ま
た
、
玄
美
は
《
《
・
冒
○
は
こ
を
「
集
起
」
と

訳
し
て
い
る
が
、
『
倶
舎
論
記
』
（
大
正
四
一
・
八
三
ｂ
）
と
『
倶
舎

論
疏
』
（
大
正
四
一
・
五
三
四
ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
心
所
や
事
業
を
「
集

起
す
る
」
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
先
の
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
な
ど
の

解
釈
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
真
諦
は
「
増
長
」
と

訳
す
が
、
こ
れ
も
先
の
解
釈
か
ら
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
《
《
・
旨
○
は
こ
を
《
《
与
司
Ｑ
ｇ
》
ゞ
と
す
る
場
合
、

善
・
不
善
を
「
分
け
る
」
、
「
選
択
す
る
」
と
い
う
方
向
で
解
釈
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
様
な
解
釈
は
、
た
と
え

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
し
ろ
、
『
倶
舎
論
』
以
外
で
は
見
い
出
せ
な
い
も

⑳

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
《
《
・
旨
○
武
》
｝
は
業
を
「
積
む
」
と
解
釈
す
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こ
の
節
で
は
ヴ
ァ
ス
§
ハ
ン
ド
ゥ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
以
外
の

聡
伽
行
派
の
諭
書
を
取
扱
い
、
ヴ
ァ
ス
ゞ
ハ
ン
ド
ゥ
の
も
の
は
次
節

に
お
い
て
ま
と
め
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で
取
上
げ
る
諭
書
は
『
職

⑳

伽
論
』
、
『
中
辺
分
別
論
』
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
釈
、
『
阿
毘
達
磨
集

論
』
、
『
摂
大
乗
論
』
で
あ
る
。

先
ず
『
琉
伽
論
』
摂
決
択
分
有
心
地
で
は
、

こ
の
中
、
こ
れ
ら
一
切
の
諸
識
（
眼
識
乃
至
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
心

と
も
言
わ
れ
、
意
と
も
言
わ
れ
、
識
と
も
言
わ
れ
る
が
、
ア

る
の
が
最
も
妥
当
な
様
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
《
一
目
〕
○
は
こ
と
↑
《
Ｅ
３
こ
の
相
違
点
も
自
か

ら
明
ら
か
と
な
る
。
同
じ
《
《
く
則
》
》
に
よ
る
語
義
解
釈
で
あ
っ
て

も
、
前
者
は
心
を
行
為
の
主
体
者
、
能
動
者
と
見
て
の
も
の
で
あ

り
、
後
者
は
心
を
行
為
〔
に
起
因
す
る
潜
勢
力
、
種
子
〕
の
蓄
積

者
と
見
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
者
の
考
え
方
は
、
瑞

伽
行
派
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
経
量
部
に
と
っ
て
も
妥
当
す
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
別
人
説
で
あ
る

二
番
目
の
「
心
」
の
語
義
解
釈
は
、
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
の
言
う
よ

う
に
経
量
部
或
い
は
琉
伽
行
派
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
と
す
れ

ば
、
《
《
・
罫
四
日
》
』
と
す
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

三
琉
伽
行
派
の
諭
書
に
お
け
る
も
の

－
ラ
ャ
識
が
本
質
的
に
は
心
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ

（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
一
切
の
種
子
（
閏
冒
冒
昏
曽
三
砂
。
且
”
閨
買
『
Ｐ
‐

且
四
）
が
積
集
さ
れ
（
旨
自
首
冨
品
“
層
》
胃
冒
・
円
閨
冒
‐

。
§
）
、
蓄
積
さ
れ
る
（
副
ｇ
爲
房
煙
鴨
冨
》
目
冨
凰
冨
）
か
ら

⑳

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
統
御
の
因
（
］
の
ご

狩
冒
》
昌
凰
急
冒
‐
胃
目
）
を
所
縁
と
し
、
区
別
の
な
い
一
類

と
し
て
の
器
世
間
（
の
目
且
》
ｇ
且
四
目
）
を
所
縁
と
し
て
い
る
。

意
は
常
に
我
と
我
所
と
い
う
慢
心
（
副
］
○
日
切
の
目
の
《
白
目
冨
目
）

⑳

を
本
性
と
し
て
い
る
。
識
は
対
象
を
各
別
に
認
識
す
る
（
ぃ
。

め
。
Ｈ
目
四
日
函
Ｈ
Ｈ
掘
冨
》
冒
轡
は
ぐ
筒
四
目
）
特
徴
あ
る
も
の
で

あ
る
。
有
心
の
階
位
に
お
い
て
、
も
し
眼
識
な
ど
の
転
識
が

生
じ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
心
と
意
と
意
識
の
こ
れ
ら
三
つ
は

い
つ
も
倶
生
倶
転
す
る
と
理
解
さ
れ
る
尋
へ
き
で
あ
る
。
も
し

〔
眼
識
な
ど
が
〕
生
じ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
そ
の
〔
生
じ
た

識
〕
が
〔
先
の
三
つ
と
〕
倶
生
倶
転
す
る
と
理
解
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
時
に
は
四
つ
が
、
乃
至
、

ま
た
あ
る
時
に
は
八
つ
が
倶
生
倶
転
す
る
と
理
解
さ
れ
る
尋
へ

き
で
あ
る
。
弓
の
Ｆ
ｚ
ｏ
．
割
窓
．
凶
．
扇
害
“
‐
。
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
『
中
辺
分
別
論
』
第
五
章
の
中
道
を
説
く
所
の
「
中
道
、

す
な
わ
ち
心
（
昌
国
）
も
な
く
、
意
志
（
。
①
冨
目
）
も
な
く
、
意

り7
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（
日
四
口
四
鯨
）
も
な
く
、
識
（
ぐ
曾
習
〕
四
）
も
な
い
と
こ
ろ
」
（
冒
鈩
ぐ
国
匡

℃
，
弓
．
震
匡
ｌ
扇
）
と
い
う
一
節
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
註

釈
に
お
い
て
、

あ
る
対
境
に
対
し
て
心
（
巳
詐
騨
）
す
な
わ
ち
有
漏
の
潜
勢
力

（
３
閏
騨
ぐ
四
‐
く
圏
四
目
）
が
積
集
さ
れ
る
と
い
う
本
性
を
有
す
る

も
の
（
・
詳
弾
目
砂
冨
）
が
生
じ
ず
、
意
志
（
８
国
目
）
す
な
わ

ち
造
作
を
特
徴
と
す
る
も
の
（
号
ぽ
い
騨
日
の
圃
国
‐
旨
原
幽
目
）
も

意
（
日
騨
口
画
の
）
す
な
わ
ち
慢
心
を
相
と
す
る
も
の
（
日
蝕
昌
煙
‐

目
５
３
）
も
、
識
（
く
筒
目
妙
）
す
な
わ
ち
分
別
す
る
こ
と

（
ぐ
時
己
冒
口
四
）
も
生
じ
な
い
、
そ
れ
が
中
道
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
中
、
「
心
」
と
は
ア
ー
ラ
ャ
識
で
あ
る
。
一
切
の
有
漏

法
の
潜
勢
力
が
積
集
さ
れ
る
（
艮
騨
）
か
ら
で
あ
る
。
「
意
志
」

と
は
意
の
作
用
（
目
凹
口
息
‐
冨
肖
日
騨
ロ
）
で
あ
り
、
善
・
不
善
・

無
記
〔
の
諸
法
〕
に
対
し
て
心
を
催
起
す
る
作
用
を
有
す
る

も
の
（
・
冒
騨
‐
冒
自
息
曾
‐
百
吋
目
厨
）
で
あ
る
。
「
意
」
と
は
染

汚
意
（
匡
稗
四
ｓ
目
曾
目
の
）
で
あ
る
。
「
識
」
と
は
六
識
の
集

ま
り
（
ぜ
？
ぐ
首
曽
磐
‐
圃
葛
）
で
あ
る
。
色
巨
ご
旬
覆
麗
句
，
舅

Ｈ
い
’
程
、
）

と
述
零
へ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
『
阿
毘
達
磨
集
論
』
で
は
、

識
蕊
の
〔
内
容
的
〕
確
定
（
劇
曾
、
騨
切
昏
曽
震
）
は
何
か
。
そ
れ

は
心
と
意
と
識
で
あ
る
。
そ
の
中
、
心
（
日
ヰ
四
）
と
は
何
か
。

龍
・
界
・
処
（
す
な
わ
ち
一
切
法
）
の
潜
勢
力
（
乱
切
四
目
）
に
よ

っ
て
薫
習
さ
れ
た
、
一
切
の
種
子
を
有
し
た
ア
ー
ラ
ャ
識
で

あ
る
。
異
熟
識
（
ぐ
ぢ
際
騨
と
言
習
煙
）
と
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
も
ま

た
そ
れ
（
心
）
で
あ
る
。
そ
れ
ら
〔
誼
な
ど
〕
の
潜
勢
力
が
積

⑳

集
さ
れ
る
こ
と
（
ｇ
国
威
）
に
よ
る
の
で
あ
る
。
意
（
日
四
目
の
）

と
は
何
か
。
そ
れ
は
い
つ
も
慢
心
を
本
性
と
し
（
冒
騨
昌
騨
邑
騨
‐

ｇ
騨
冨
）
、
ア
ー
ラ
ャ
識
を
対
象
と
し
、
四
種
の
煩
悩
、
す
な

わ
ち
我
見
・
我
愛
。
我
慢
・
無
明
と
相
応
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
（
前
述
の
意
）
は
〔
聖
〕
道
の
現
前
と
滅
尽
定
と
無
学

地
と
を
除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
す
な
わ
ち
善
で
あ
ろ

う
と
不
善
で
あ
ろ
う
と
無
記
で
あ
ろ
う
と
も
、
存
在
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
（
意
）
は
六
識
の
中
で
直
前
に
減
し
た
識
で

あ
る
。
識
（
ぐ
笥
習
〕
沙
）
と
は
何
か
。
六
識
の
集
り
で
あ
る
。

眼
識
と
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
識
で
あ
る
。
眼
識
と
は
何
か
。

眼
を
所
依
と
し
、
色
を
所
縁
と
し
た
各
別
の
認
識
（
胃
Ｐ
草

ぐ
黄
砂
目
）
で
あ
る
。
（
以
下
略
）
念
め
層
岳
．
景
届
ｌ
圏
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⑪

『
摂
大
乗
論
』
で
は
、

そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
心
（
・
茸
騨
）
と
も
言
わ
れ
る
。
世
尊

に
よ
っ
て
「
心
と
意
と
識
」
と
説
か
れ
た
如
く
で
あ
る
。
そ

28



の
中
、
意
（
目
自
画
鞭
）
は
二
種
で
あ
る
。
等
無
間
縁
の
作
用

に
よ
っ
て
所
依
（
瞥
儲
》
鼠
国
冨
）
と
な
る
か
ら
、
直
前
に
減

し
た
識
た
る
意
と
い
う
、
識
が
生
じ
る
所
依
と
、
二
番
目
は

染
汚
意
日
○
口
目
○
口
意
８
旨
唖
首
琶
号
匡
黛
沙
‐
目
色
目
印
）
で
、

四
種
の
煩
悩
、
す
な
わ
ち
有
身
見
と
我
慢
と
我
愛
と
無
明
、

と
常
に
相
応
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
は
識
が
雑
染
と
な
る

所
依
で
あ
る
。

識
（
且
副
冒
沙
）
は
一
番
目
の
所
依
に
よ
っ
て
生
じ
、
二
番
目

に
よ
っ
て
染
汚
な
も
の
と
な
っ
て
、
対
象
を
識
別
す
る
盲
四
目

窟
Ｈ
Ｈ
侭
℃
胃
ぐ
笥
名
茸
）
か
ら
識
で
あ
る
。

等
無
間
と
思
量
（
旨
閂
鋤
の
目
“
冒
》
目
四
口
“
昼
騨
）
と
か
ら
し
て
意

は
二
種
で
あ
る
。
か
の
染
汚
意
が
存
在
す
る
こ
と
は
ど
う
し

て
知
ら
れ
る
の
か
。
Ｉ
（
中
略
）
口
⑫

ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
第
三
の
心
の
体
は
認
識
さ
れ
な
い
。

そ
れ
故
、
ア
ー
ラ
ャ
識
が
心
で
あ
る
こ
と
が
成
立
す
る
。
そ

の
一
切
の
種
子
を
有
し
た
も
の
（
心
す
な
わ
ち
ア
ー
ラ
ャ
識
）
か

ら
意
と
識
が
生
じ
る
。
そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
ま
た
ど
う
し

て
心
と
も
言
わ
れ
る
の
か
。
種
之
の
法
の
重
習
種
子
（
８
。
、

丙
昌
酔
ご
Ｐ
ｍ
Ｏ
写
四
ｍ
ｍ
丙
望
芦
、
ゆ
ず
○
国
、
ロ
凹
庁
め
毎
○
ｍ
の
準
。
岸
Ｈ
四
‐
・
ぱ
い
国
目
色
‐

３
ｍ
四
目
‐
且
騨
）
が
積
集
さ
れ
る
（
自
画
目
冨
四
鴨
冨
《
脚
臼
冨
）

か
ら
で
あ
る
。
弓
禺
．
ｚ
ｏ
、
引
乞
．
Ｅ
、
菌
瞬
ｌ
圏
四
）

⑬

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
が
聯
伽
行
派
の
諭
書
に
見
ら
れ
る
「
心
・
意
・
識
」
の
語

⑭

義
解
釈
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
の
中
、
「
心
」
に
関
し
た
も
の

だ
け
を
取
出
し
て
、
職
伽
行
派
の
考
え
方
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み

￥
生
気
ノ
○「

心
言
扉
沙
）
」
は
す
寺
へ
て
《
《
く
副
・
』
の
過
去
受
動
分
詞
に
関
係

し
た
語
に
よ
っ
て
語
義
解
釈
さ
れ
、
「
一
切
法
の
潜
勢
力
へ
ぐ
爵
四
目
）

或
い
は
種
子
（
且
四
）
が
積
集
さ
れ
る
（
。
§
①
汀
・
）
か
ら
心
で
あ

る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
『
摂
大
乗
論
』
だ
け
は
少
し
趣

を
異
に
し
て
い
る
。
「
一
切
法
（
、
胃
ぐ
ぃ
‐
号
胃
日
曾
）
」
と
せ
ず
に
、

こ
と
さ
ら
「
種
々
の
法
（
。
胃
騨
‐
目
胃
目
四
）
」
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
『
摂
大
乗
論
』
の
諸
註
釈
に
お
い
て
も
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
釈

⑮

の
真
諦
訳
を
除
い
て
明
言
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
文
意

か
ら
判
断
し
て
、
ア
サ
ン
ガ
は
《
《
・
洋
愚
こ
に
よ
る
《
《
・
洋
冨
・
》
の

語
義
解
釈
を
も
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
は
「
心
」
の
語
義
解
釈
を
す
る
際
、
本
質
的
に
は
、
聡
伽
行
派

の
伝
統
的
な
《
《
く
印
、
、
の
過
去
受
動
分
詞
に
よ
る
方
法
に
従
い
な

が
ら
、
も
う
一
方
の
《
《
・
詳
国
》
〉
に
よ
る
も
の
を
附
加
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
サ
ン
ガ
が
「
心
」
を
《
《
く
副
』
』
の
過
去
受

動
分
詞
と
《
↓
ｇ
茸
蝕
こ
の
両
方
に
よ
っ
て
語
義
解
釈
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
行
な
う
語
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義
解
釈
と
は
異
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ア
サ
ン
ガ
は
同
じ
一
つ
の
語

の
対
象
（
：
冨
目
の
笛
）
す
な
わ
ち
ア
ー
ラ
ャ
識
を
二
つ
の
語
に
よ

っ
て
語
義
解
釈
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

琉
伽
行
派
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
以
来
の
伝
統

で
あ
る
「
心
・
意
・
識
」
の
同
義
説
を
認
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。

特
に
『
摂
大
乗
論
』
で
は
同
義
説
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
た

だ
、
『
琉
伽
論
』
だ
け
は
同
義
説
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
琉
伽

行
派
独
自
の
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
べ
き

＊

て
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ス
ゞ
ハ
ン
ド
ゥ
は
「
倶
舎
論
』
に
お
い

て
は
伝
統
的
な
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
心
」
を
《
《
・
旨
○
は
ゞ
に
よ

っ
て
語
義
解
釈
す
る
こ
と
、
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ

彼
の
著
作
で
あ
り
、
『
倶
舎
論
』
と
も
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い

る
『
成
業
論
』
で
は
明
ら
か
に
新
し
い
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
は
「
成
業
論
』
の
中
で
、
滅
尽
定
な
ど
の
無
心

定
に
お
い
て
異
熟
識
が
存
在
し
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
定
が
「
無

心
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
次
の
様
な
「
心
」
の
語
義

解
釈
を
す
る
。

心
は
二
種
で
あ
る
。
そ
の
中
、
一
つ
は
そ
れ
（
眼
識
な
ど
）
の

四
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
説

種
子
が
積
集
さ
れ
た
（
冒
涜
の
恩
》
ｇ
ｇ
）
も
の
で
あ
る
。
二

番
目
は
そ
れ
（
眼
識
な
ど
）
の
所
縁
（
日
己
鴨
忌
》
巴
騨
冒
冨
目
）

と
形
相
（
旨
四
目
恩
《
鼻
胃
餌
）
と
差
別
（
ｇ
ｏ
胃
樹
”
ぐ
誌
の
笹
）

が
異
っ
て
い
る
（
昏
四
・
呂
冨
《
目
旨
口
騨
）
こ
と
に
よ
っ
て

⑯

種
々
な
（
９
秒
菌
目
明
君
《
ｃ
胃
騨
）
も
の
で
あ
る
。
二
番
目

の
心
が
欠
け
て
い
る
か
ら
無
心
（
の
。
日
鋲
冒
且
冨
》
。
。
昇
旦

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
脚
が
一
つ
の
椅
子
に
対
し
て
、
他
の
脚

が
欠
け
て
い
る
か
ら
「
無
脚
」
と
い
う
如
く
で
あ
る
。
令
畏
．

ｚ
ｏ
、
訊
困
．
聾
．
胃
置
踏
‐
酌
）

こ
の
個
所
に
対
す
る
ス
マ
テ
ィ
シ
ー
ラ
の
註
釈
は
、

ま
た
〔
滅
尽
定
な
ど
に
お
い
て
異
熟
〕
識
な
る
心
が
存
在
す

る
よ
う
だ
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
そ
の
〔
滅
尽
定
な
ど
の
〕

階
位
が
無
心
と
言
わ
れ
る
の
か
、
と
敵
者
が
論
難
す
る
と
考

え
て
、
〔
師
は
〕
「
心
は
二
種
で
あ
る
」
な
ど
と
説
く
の
で
あ

る
。
「
一
つ
は
」
と
は
、
こ
れ
は
先
ず
一
つ
は
で
あ
る
。
「
そ

れ
の
種
子
」
と
は
眼
識
な
ど
の
種
子
で
あ
る
。
「
積
集
さ
れ

る
」
と
は
蓄
積
さ
れ
る
（
百
口
曾
冨
畠
の
鷺
一
＄
目
。
§
）
で

あ
っ
て
、
語
義
解
釈
（
爵
の
忌
巨
蕨
亘
四
昌
昌
目
）
の
方
法

に
よ
っ
て
、
積
集
さ
れ
る
（
巳
冨
）
か
ら
心
（
・
鴬
菌
）
で
あ
る
。

「
二
番
目
は
」
と
は
、
こ
れ
は
〔
前
と
は
〕
別
な
も
の
で
あ

る
。
「
種
々
な
」
と
は
種
々
な
形
相
（
曽
曾
二
』
冨
曾
騨
陸
５
鴨
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鷺
」
・
洋
風
圃
国
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
何
に
よ
っ
て
種
々

で
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
故
「
そ
れ
の
所
縁
」
な
ど
と

説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
「
所
縁
が
異
っ
て
い
る
」
と
は

色
（
鴨
晶
、
》
日
冒
）
な
ど
で
あ
る
。
「
形
相
が
異
っ
て
い
る
」

と
は
、
そ
の
同
じ
色
な
ど
の
青
（
ｇ
ｏ
巨
冒
”
昌
冨
）
な
ど
で
あ

る
。
「
差
別
が
異
っ
て
い
る
」
と
は
そ
の
同
じ
青
な
ど
の
差

別
で
あ
っ
て
、
孔
雀
の
首
〔
の
青
〕
な
ど
で
あ
る
。
か
の
同

じ
〔
語
義
解
釈
の
〕
方
法
に
よ
っ
て
、
種
々
（
。
詳
国
）
で
あ

る
か
ら
心
（
。
詳
国
）
で
あ
る
。
弓
の
Ｆ
ｚ
ｏ
・
閉
園
炭
冒
．
巳
』

四
』
１
“
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
は
、
「
識

（
ご
筒
曽
騨
）
」
は
「
心
（
巳
詐
紗
）
」
で
あ
る
が
、
「
異
熟
識
（
ぐ
ぢ
鼻
騨
‐

且
副
嘗
襲
）
」
は
眼
識
な
ど
の
種
子
が
「
積
集
さ
れ
る
（
・
洋
騨
）
」
か

ら
《
《
・
詳
国
ゞ
ゞ
で
あ
り
、
「
眼
識
乃
至
意
識
」
の
六
識
は
そ
れ
ら

の
所
縁
な
ど
が
「
種
々
（
。
旨
“
）
」
で
あ
る
か
ら
《
《
・
諄
冨
』
↑
で
あ

る
、
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
｛
《
日
詐
沙
こ
を
《
人
副
』
ゞ
の
過
去

受
動
分
詞
と
§
ｏ
詳
国
》
》
の
二
つ
で
語
義
解
釈
し
て
い
る
と
い
う

点
で
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
が
、
同
じ
一
つ
の
｜
《
・
詳
冨
〉
↑
と

い
う
語
に
二
つ
語
の
対
象
（
巴
）
三
（
言
８
国
）
を
配
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
別
な
語
義
解
釈
を
与
え
る
と
い
う
点
で
こ
れ
ま
で
と
異
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
『
摂
大
乗
論
』
に
お
け
る
ア
サ
ン
ガ

の
考
え
方
は
、
「
心
」
と
い
う
語
の
唯
一
の
対
象
で
あ
る
ア
ー
ラ

ャ
識
に
関
し
て
二
つ
の
語
義
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
の
ヴ
ァ
ス
、
ハ
ン
ド
ゥ
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
異
っ
て
い
る
。

ヴ
ァ
ス
。
ハ
ン
ヴ
ゥ
は
『
成
業
論
』
に
お
い
て
異
熟
識
と
い
う
彼

に
と
っ
て
の
新
し
い
概
念
を
導
入
す
る
が
、
基
本
的
に
は
経
量
部

の
立
場
に
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
異
熟
識
説
は
琉
伽

⑰

行
派
の
ア
ー
ラ
ャ
識
説
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
心

・
意
・
識
」
に
対
し
て
も
従
来
の
伝
統
的
な
立
場
、
す
な
わ
ち

「
心
・
意
・
識
」
は
本
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
る
立
場
、

を
脱
し
切
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
は
『
成
業
論
』
で

は
、
語
義
解
釈
は
異
な
る
に
し
ろ
、
異
熟
識
も
六
転
識
も
ど
ち
ら

も
「
心
」
と
見
な
し
、
「
心
」
と
し
て
の
両
者
に
本
質
的
な
差
異

⑱

を
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
前
述
し
た
如
く
、
琉
伽
行
派

の
諭
書
で
は
表
現
の
違
い
は
あ
れ
、
必
ず
ア
ー
ラ
ャ
識
こ
そ
が
本

質
的
に
心
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
特
に
『
摂
大
乗
論
』
で
は
、

⑲

「
心
・
意
・
識
」
の
同
義
性
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
成
業
論
』
に
お
け
る
「
心
」
の
語
義
解
釈
の
上
に
立
っ

て
琉
伽
行
派
の
考
え
方
を
述
べ
た
の
が
同
じ
ヴ
ァ
ス
、
ハ
ン
ド
ゥ
の

「
五
穂
論
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
様
に
述
令
へ
ら
れ
て
い
る
。

識
（
且
副
二
四
）
と
は
何
か
。
所
縁
を
認
識
す
る
こ
と
（
目
目
巨

富
篇
］
一
雪
）
堂
》
一
“
言
砦
匡
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
心
と
意
で
も
あ
る
。

ql
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種
々
（
呂
秒
苗
冒
鴨
冨
“
・
胃
圏
）
で
あ
り
、
意
な
る
所
依

（
唱
四
”
》
凶
腎
鯵
冨
）
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
本
質
的
に
は
（
含
○
ゅ

豐
屋
沙
》
剣
沙
“
自
国
の
）
心
は
ア
ー
ラ
ャ
識
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
一
切
行
の
種
子
が
積
集
さ
れ
る

⑳

（
冨
鯉
覗
冨
￥
・
旨
）
か
ら
で
あ
る
。
‐
（
中
略
）
ｌ
本
質

的
に
は
意
は
ア
ー
ラ
ャ
識
を
所
縁
と
し
て
常
に
我
痴
と
我
見

と
我
慢
と
我
愛
な
ど
と
相
応
し
た
識
で
あ
り
、
一
類
で
相
続

し
て
転
じ
る
。
阿
羅
漢
と
聖
道
と
滅
尽
定
の
時
は
該
当
し
な

い
。
（
句
の
戸
ｚ
ｏ
．
割
９
．
段
屋
電
ｌ
ご
い
、
）

こ
の
中
、
「
心
」
の
部
分
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
の
註
釈
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

行
溌
の
後
に
識
濡
が
説
か
れ
る
零
へ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故
「
識

と
は
何
か
。
所
縁
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
と
語
る
。

「
所
縁
食
目
鴨
冨
》
巴
§
菌
目
）
」
と
は
心
・
心
所
の
対
境

（
冒
房
鳥
囚
冨
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
色
乃
至
法
の
六
種

で
あ
る
。
そ
れ
を
「
認
識
す
る
こ
と
」
と
は
把
握
す
る
こ
と

（
目
印
目
冨
》
唱
昌
息
騨
）
、
理
解
す
る
こ
と
（
昇
○
鴨
冒
“
且
巨
‐

翌
日
四
）
、
了
得
す
る
こ
と
（
昏
目
目
呂
且
冒
》
冒
胃
君
昌
）

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
六
転
識
、
す
な
わ
ち
眼
識
乃

至
意
識
で
あ
る
。
そ
の
中
、
眼
識
は
眼
根
に
依
拠
し
て
対
境

を
各
別
に
認
識
す
る
。
同
様
に
乃
至
、
意
識
は
意
根
に
依
拠

し
て
一
切
法
を
各
別
に
認
識
す
る
。
識
の
本
性
を
説
明
し
た

後
、
そ
れ
の
同
義
語
（
『
二
唇
ョ
唱
四
目
印
《
言
『
急
冨
）
を
説
明
す

る
た
め
に
「
そ
れ
は
心
と
意
で
も
あ
る
」
と
語
る
。
こ
の
識

は
心
と
も
意
と
も
言
わ
れ
る
。
同
義
語
の
意
味
を
説
明
す
る

た
め
に
「
種
々
で
あ
り
、
意
な
る
所
依
と
な
る
か
ら
」
と
語

る
。
種
々
（
”
冒
四
菌
冒
鴨
冨
》
・
洋
国
）
で
あ
る
か
ら
心
（
の
○
国
叩
《

ｏ
詳
菌
）
と
言
わ
れ
る
。
直
後
の
心
の
所
依
と
な
る
か
ら
意
と

言
わ
れ
る
。
そ
の
中
、
転
識
は
所
縁
を
各
別
に
認
識
す
る
こ

と
（
ぬ
ｏ
ｍ
ｏ
篇
目
沙
日
冨
島
埼
侭
冨
も
国
威
ぐ
言
息
武
）
を
本
性
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
所
縁
を
各
別
に
認
識
す
る
こ
と
は
多
く

の
形
相
〔
を
有
す
る
も
の
〕
で
あ
る
か
ら
眼
識
な
ど
は
種
之

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
（
眼
識
な
ど
）
が
根

（
感
官
）
に
依
拠
し
て
生
じ
る
時
、
対
境
を
認
識
す
る
と
言
わ

れ
る
が
、
諸
根
が
〔
認
識
す
る
の
〕
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

眼
識
な
ど
の
六
つ
の
中
の
何
で
あ
ろ
う
と
減
す
る
と
、
そ
れ

は
直
後
の
識
を
生
じ
る
所
依
と
な
る
の
で
意
と
言
わ
れ
る
。

「
種
々
で
あ
る
か
ら
心
と
言
わ
れ
る
」
と
説
か
れ
た
そ
の
こ

と
は
、
〔
六
識
と
い
う
〕
類
（
烏
⑳
《
試
巳
に
関
し
て
で
あ
っ

て
、
〔
各
〕
刹
那
に
対
し
て
で
は
な
い
。
〔
各
〕
刹
那
は
所

縁
を
各
別
に
決
定
す
る
あ
り
方
で
あ
る
の
で
、
種
々
と
は
言

わ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
（
転
識
）
は
本
質
的
に
は
心
で
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な
い
。
「
本
質
的
に
は
心
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
る
」
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
理
由
を
示
す
た
め
に
「
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
一
切

行
の
種
子
が
積
集
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
語
る
。
各
刹
那

に
お
い
て
一
切
行
の
種
子
が
積
集
さ
れ
る
（
冨
品
切
冨
》
。
§
）

の
で
心
言
ヰ
四
）
と
言
わ
れ
る
。
本
質
的
に
は
そ
れ
だ
け
が

心
で
あ
る
。
「
積
集
さ
れ
る
」
と
は
繰
り
返
し
種
子
を
増
長

す
る
Ｇ
８
ぃ
口
明
。
切
目
”
冒
目
も
。
秘
冒
）
或
い
は
行
の
種
子

が
相
続
す
る
こ
と
（
骨
切
の
ロ
ｇ
旦
冨
》
２
昌
冨
且
冨
口
沙
）

で
あ
る
。
弓
鳥
．
ｚ
○
．
閉
雪
目
．
陰
竪
ｌ
畠
竪
）

こ
こ
で
は
『
成
業
論
』
と
同
じ
よ
う
に
、
六
識
は
種
々
（
ｇ
茸
騨
）
で

あ
る
か
ら
心
（
・
号
秒
）
で
あ
り
、
ア
ー
ラ
ャ
識
は
種
子
が
積
集
さ

れ
る
（
。
§
）
か
ら
心
（
ｇ
茸
四
）
で
あ
る
と
し
て
、
六
識
も
ア
ー
ラ
ャ

識
も
共
に
「
心
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
《
《
ｏ
詳
国
』
』
に

よ
る
語
義
解
釈
で
は
各
刹
那
に
関
し
て
は
不
合
理
と
な
る
か
ら
、

本
質
的
に
は
ア
ー
ラ
ャ
識
の
み
が
「
心
」
で
あ
る
と
し
、
結
論
と
し

て
は
前
節
で
述
今
へ
た
瑞
伽
行
派
の
考
え
方
と
一
致
し
て
い
る
。
し

か
し
『
摂
大
乗
論
』
に
お
け
る
ア
サ
ン
ガ
と
は
違
っ
て
、
伝
統
的

な
「
心
・
意
・
識
」
の
同
義
説
を
も
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
同
じ
「
心
」
の
語
義
解
釈
の
例
を
も
う
一
つ
上
げ
る
。

⑪

そ
れ
は
『
三
性
論
』
で
あ
る
。

そ
の
心
は
因
で
あ
る
こ
と
と
果
で
あ
る
こ
と
（
胃
目
‐
嘗
巴
“
‐

ｇ
胃
曾
）
に
よ
っ
て
二
種
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ア
ー
ラ
ャ
と
呼
ば
れ
る
識
と
生
起
（
冒
沙
周
日
）
と
呼
ば
れ
る

七
種
〔
の
識
〕
と
で
あ
る
。
（
尉
雪
ぐ
ｌ
ｅ

最
初
の
心
は
雑
染
〔
法
〕
の
窯
習
種
子
が
積
集
さ
れ
る
（
。
§
）

か
ら
心
官
＃
秒
）
と
言
わ
れ
る
。
二
番
目
〔
の
心
〕
は
種
々

な
相
（
。
日
禺
胃
四
）
と
し
て
生
起
す
る
か
ら
〔
心
と
言
わ
れ

る
〕
。
（
琴
ミ
．
ぐ
ｌ
ご

『
三
性
論
』
で
は
、
虚
妄
分
別
（
四
ｍ
胃
‐
冨
君
四
）
が
心
で
あ
る
（
尋
ミ
．

ぐ
１
ｓ
と
さ
れ
、
「
心
」
は
全
体
の
名
称
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

⑫

し
て
そ
れ
が
因
と
果
の
面
か
ら
二
分
さ
れ
て
、
ア
ー
ラ
ャ
識
と
七

転
識
と
な
り
、
前
者
は
「
積
集
さ
れ
る
（
巳
冨
）
」
か
ら
、
後
者
は

「
種
々
（
。
胃
塑
）
」
で
あ
る
か
ら
「
心
（
。
拝
国
）
」
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
先
の
「
五
瀧
論
』
と
比
較
す
る
と
、
第
七
識
（
染

汚
意
）
を
も
《
《
・
詳
国
》
、
に
よ
る
語
義
解
釈
で
「
心
」
と
見
な
し
て

い
る
点
で
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
心
（
識
全
体
）
」
を
因

と
果
で
二
分
す
る
と
い
う
論
の
展
開
に
影
響
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
三
性
論
』
で
は
、
「
心
」
は
識
全
体

と
し
て
広
義
に
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
意
」
と
「
識
」
と
の
差

別
の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
六
識
は
「
種
々
（
。
胃
餌
）
」
で
あ
る
か
ら
、
ア
ー

ラ
ャ
識
は
「
積
集
さ
れ
る
（
。
§
）
」
か
ら
「
心
」
で
あ
る
と
い
う
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語
義
解
釈
は
他
の
聡
伽
行
派
の
論
師
に
は
見
ら
れ
な
い
、
ヴ
ァ
ス

や
ハ
ン
ド
ゥ
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
は
、
彼

が
経
量
部
か
ら
琉
伽
行
派
へ
転
向
す
る
過
程
、
特
に
職
伽
行
派
の

ア
ー
ラ
ャ
識
説
を
取
入
れ
る
過
程
で
見
せ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る

⑬う
。
す
な
わ
ち
、
文
献
の
上
で
見
る
限
り
、
ヴ
ァ
ス
、
ハ
ン
ド
ゥ
は

無
心
定
に
お
い
て
も
異
熟
識
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
は
滅
せ
ず
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
の
理
屈
づ
け
の
一
つ
と
し
て
こ
の
語
義
解
釈
を
見
出

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
後
に
は
、
ア
サ
ン
ガ
な
ど
に
よ
っ
て
確

立
さ
れ
た
、
琉
伽
行
派
の
「
心
・
意
・
識
」
の
別
義
説
、
ア
ー
ラ

ャ
識
が
「
心
」
で
あ
り
、
染
汚
意
が
「
意
」
で
あ
り
、
六
識
が

「
識
」
で
あ
る
と
い
う
説
に
立
っ
て
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
伝
統
た
る

「
心
・
意
・
識
」
の
同
義
説
を
会
通
す
る
際
に
こ
の
語
義
解
釈
を

利
用
す
る
の
で
あ
る
。

略
号

シ
の
倒
叩
シ
ヰ
ロ
儲
倒
尽
日
』
勺
．
目
．
の
．
①
Ｑ

Ｐ
属
国
ロ
“
シ
ウ
ロ
ａ
ｐ
胃
日
四
戸
○
３
ず
ぽ
倒
遇
四
〕
８
．
勺
．

Ｕ
Ｈ
ｐ
Ｑ
ぽ
ゆ
ロ

シ
属
ぐ
率
シ
ご
冒
・
ロ
閏
目
巴
６
３
ぐ
望
倒
庶
曰
）
動
》
①
昌
己
．

星
ご
○
ぬ
〕
ず
沙
垪
四

冨
崔
ぐ
団
彦
却
冒
鱒
・
声
音
凶
口
笛
臼
匡
国
函
四
ず
ぽ
尉
昌
四
》
①
（
一
．
⑦
・
雪
．

ｚ
ｐ
脆
い
○

冒
陽
ぐ
目

註
①
：
目
冨
』
》
（
櫻
部
建
『
倶
舎
論
の
研
究
』
九
三
’
九
四
頁
）
、
《
《
忌
愚
‐

日
詳
叫
〕
（
梶
山
雄
一
『
般
若
経
』
一
○
○
’
一
○
一
頁
）
な
ど
。

②
宇
井
伯
寿
『
聡
伽
論
研
究
」
（
一
六
六
’
一
六
七
頁
）
、
水
野
弘
元

『
・
〈
－
リ
佛
教
を
中
心
と
し
た
佛
教
の
心
識
論
』
（
四
二
頁
）
な
ど
。

③
後
述
す
る
如
く
、
。
ハ
ー
リ
ア
ビ
ダ
ン
マ
で
は
↑
《
く
副
副
、
ゞ
に
よ
る

語
義
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
註
⑯
参
照
。
一
方
、
北
伝
系
で
。
《
く
副
可

に
よ
る
語
義
解
釈
を
し
て
い
る
も
の
は
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
『
摂

大
乗
論
』
の
註
釈
で
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
み
残
っ
て
い
る
「
秘
義
分
別
摂

疏
』
（
両
烏
．
ｚ
ｏ
，
留
圏
）
だ
け
で
あ
る
。
註
②
参
照
。

④
ヴ
ァ
ス
螺
ハ
ン
ド
ゥ
ニ
人
説
は
ま
だ
決
着
を
見
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
言
う
ヴ
ァ
ス
、
ハ
ン
ド
ゥ
と
は
少
な
く
と
も
『
倶
舎
論
』
、

『
成
業
論
』
、
『
唯
識
二
十
論
』
、
『
唯
識
三
十
頌
」
の
著
者
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
小
論
が
『
五
瀧
論
』
と
『
三
性
論
』
を
も
そ
れ
ら
と

同
一
の
著
者
の
作
品
で
あ
る
と
見
な
す
証
拠
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

⑤
水
野
弘
元
前
掲
害
（
五
一
’
五
四
頁
）
な
ど
。

⑥
琉
伽
行
派
で
は
、
一
方
で
ア
ビ
ダ
ル
↓
、
の
伝
統
的
な
無
間
減
の
識

目
の
Ｚ

シ
の

三
［
四
口
ぼ
く
倒
冒
汁
画
く
』
ゴ
ロ
画
、
凹
画
丙
脚
の
９
の
・

国
色
目
国
函
匡
○
宮

シ
ゥ
旨
（
岸
国
昌
昌
閉
閏
〕
旨
Ｒ
画
く
Ｐ
①
９
ぐ
．
く
．

０
、
、

○
○
戸
け
巴
①

月
旦
の
ぐ
ゅ
匡
国
ぐ
閏
冒
胃
。
硯
四
』
①
具
の
．
昌
眉
巨
四
哩
芦
○
宮

（
「
山
口
益
佛
教
学
文
集
』
上
所
収
）
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た
る
「
意
」
も
認
め
る
。

⑦
「
心
・
意
・
識
」
の
同
義
説
だ
け
を
述
尋
へ
て
い
る
論
書
は
他
に
も

あ
る
。
『
品
類
足
論
』
（
大
正
二
六
・
六
九
二
ｂ
）
『
阿
毘
曇
心
論
』
（
大

正
二
八
・
八
一
○
ｂ
）
な
ど
。

③
水
野
弘
元
前
掲
書
（
五
三
頁
）
。

⑨
義
の
差
別
と
し
て
上
げ
ら
れ
た
「
種
族
」
「
生
門
」
「
積
聚
」
は
、

筆
者
に
は
「
心
」
「
意
」
「
識
」
の
語
義
と
し
て
充
分
に
理
解
で
き

な
い
。
ま
た
、
他
の
諭
書
に
は
こ
れ
と
類
似
し
た
解
釈
は
見
ら
れ
な

い
。

⑩
『
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
』
（
缶
断
ご
霞
）
に
も
《
《
・
詳
曾
伝
冥
．

・
芹
国
）
こ
を
絵
画
と
結
び
つ
け
た
解
釈
が
見
ら
れ
る
。

⑪
或
い
は
《
Ｊ
印
刷
、
、
が
想
定
さ
れ
る
。
玄
奨
の
訳
例
か
ら
は
こ
の

方
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
《
《
ｇ
詐
酉
↓
』
の
語
義
解
釈
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
。
ま
た
、
「
五
瀧
論
』
の
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ

釈
で
は
《
（
・
詳
騨
§
の
註
釈
と
し
て
《
↑
冨
吋
５
。
留
冒
』
》
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
三
三
頁
参
照
。

⑫
こ
の
個
所
は
福
原
亮
厳
博
士
も
指
摘
さ
れ
る
（
『
成
実
論
の
研
究
』
一

八
八
’
一
八
九
頁
）
よ
う
に
、
心
・
心
数
（
心
所
）
同
体
説
を
述
べ
て
お

り
、
『
成
実
論
』
の
経
量
部
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

⑬
た
だ
、
「
倶
舎
論
」
で
は
《
《
・
旨
○
蔵
｝
』
を
「
業
を
積
む
」
と
解
釈

し
て
い
る
が
、
「
成
実
論
』
で
は
「
後
有
（
宮
口
胃
’
９
画
ぐ
ゅ
）
を
集

起
す
る
」
と
考
え
て
い
る
。
同
じ
《
一
・
日
○
首
』
》
に
よ
る
語
義
解
釈
で

あ
っ
て
も
、
後
者
の
場
合
に
は
、
心
は
業
の
影
響
力
を
蓄
積
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
心
に
対
す
る
見
方
は
異
っ

て
い
る
。

⑭
『
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
』
に
「
心
」
の
語
義
解
釈
が
あ
る
こ
と
は

櫻
部
建
教
授
に
教
え
ら
れ
た
。

⑮
弓
．
目
．
印
版
で
は
。
詳
冨
窃
屏
．
ｇ
茸
騨
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
駒
．

○
・
い
版
及
び
文
脈
か
ら
考
え
て
《
《
巳
冨
』
》
の
方
が
良
い
と
思
わ
れ

マ
Ｃ
Ｏ

⑯
《
《
く
則
：
と
《
《
く
副
副
』
》
は
後
者
が
前
者
の
強
語
幹
の
形
で
あ
り
、

同
族
の
も
の
で
あ
る
。
パ
ｉ
リ
語
で
も
｛
《
。
①
蔚
武
（
く
○
割
）
こ
と
い

う
動
詞
は
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
、
「
考

え
る
」
と
い
う
動
詞
と
し
て
は
《
《
・
の
篇
陣
ゞ
』
よ
り
も
《
↓
・
冒
討
陣
こ

が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑰
㈲
と
目
は
共
に
《
《
く
副
忌
に
よ
る
語
義
解
釈
で
あ
る
が
、
「
心
」

に
対
す
る
見
方
が
異
な
る
の
で
別
立
す
る
。
本
稿
二
七
頁
参
照
。

⑬
櫻
部
建
『
倶
舎
論
の
研
究
』
（
三
○
一
頁
）
。

⑲
経
量
部
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
こ
の
場
所
以
外
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
所
を
知
ら
な
い
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
彼

ら
の
「
種
子
説
」
か
ら
判
断
し
て
《
《
ｐ
曾
冒
こ
が
妥
当
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
撰
述
の
弓
①
目
の
色
息
の
①
日
の
耳
目
唱
蕨
琶
巳

鴨
巴
ｇ
莞
胃
○
口
君
》
国
○
鴨
昌
目
顕
巳
時
噂
凹
邑
で
は
経
量
部
説

と
し
て
「
善
・
不
善
の
潜
勢
力
が
積
集
さ
れ
る
（
冨
品
の
層
⑬
・
拝
Ｐ
）

の
で
心
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
ス
テ
ィ
ラ
一
、
テ
ィ
と
プ
ー
ル
ナ
ヴ
ァ
ル
ダ
ナ
は
共
に
こ
の
個
所
を

引
用
し
て
い
る
が
何
ら
註
釈
を
し
て
い
な
い
。

＠
後
に
引
用
す
る
『
五
纈
論
』
に
は
こ
こ
と
逆
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
《
↑
・
旨
四
・
』
と
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
を
玄
美
は
「
採

集
（
巳
３
）
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
脈
か
ら
し
て
も
明
ら
か
に

玄
英
の
読
み
誤
り
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
玄
英
の
読
み
誤

り
と
い
う
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い
。
註
⑳
参
照
。
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⑳
『
倶
舎
論
記
』
（
大
正
四
一
・
八
三
ｂ
）
と
『
倶
舎
論
疏
』
（
大
正
四
一

・
五
三
四
ｂ
）
も
当
然
な
が
ら
「
種
交
」
と
し
て
お
り
、
何
ら
矛
盾
ら

し
き
も
の
を
感
じ
て
い
な
い
。

⑳
い
ず
れ
に
し
て
も
玄
英
は
、
ヴ
ァ
ス
寺
ハ
ン
ド
ゥ
が
六
識
を
「
心
」

と
見
な
す
際
の
語
義
解
釈
と
し
て
《
《
。
旨
い
、
』
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
「
成
業
論
』
も
翻
訳
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

⑭
北
京
版
で
は
↑
《
ｍ
○
鳴
園
Ｈ
ｇ
且
忌
め
こ
と
な
っ
て
い
る
が
デ
ル

ゲ
版
に
従
が
う
。

⑳
北
京
・
デ
ル
ゲ
版
と
も
《
（
侭
の
目
色
：
］
昌
揖
①
冨
曽
四
目
の

目
目
○
口
も
閏
置
ロ
ワ
制
Ｑ
８
い
ず
掴
ゆ
ず
四
宮
合
口
ロ
○
こ
弓
鳥
．
ｚ
○
．

引
程
．
盲
．
ご
号
②
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
釈
と
の

類
似
性
か
ら
見
て
恐
ら
く
脱
文
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑳
「
心
」
が
行
為
の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
両
者
は
共
通

し
て
い
る
が
、
語
義
解
釈
と
し
て
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

⑳
「
中
辺
分
別
論
」
本
論
で
は
な
い
が
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
が
一
応

職
伽
行
派
の
伝
統
的
な
解
釈
を
伝
え
て
い
る
と
見
て
こ
こ
で
取
上
げ

↓
Ｃ
Ｏ

⑳
当
該
部
の
玄
英
訳
は
「
復
次
此
中
諸
識
皆
名
一
一
心
意
識
圭
若
就
二
最

勝
《
阿
頼
耶
識
名
し
心
。
何
以
故
。
由
三
此
識
能
集
．
聚
一
切
法
種
子
一

故
」
（
大
正
三
○
・
六
五
一
ｂ
）
で
あ
る
。
《
《
習
得
訂
○
吋
の
四
日
ａ
３
、
》
が

「
能
集
聚
」
と
能
動
的
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
な
例
は
『
阿
毘

達
磨
集
論
』
や
『
雑
集
論
」
に
も
見
ら
れ
る
。
註
⑳
参
照
。

⑳
こ
の
個
所
の
玄
奨
訳
は
「
末
那
名
し
意
、
於
二
切
時
一
執
一
一
我
我
所

及
我
慢
等
『
思
量
為
し
性
」
（
大
正
三
○
・
六
五
一
ｂ
）
と
な
っ
て
お
り
、

チ
《
ヘ
ッ
ト
訳
と
少
し
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

⑳
当
該
部
の
玄
英
訳
は
「
云
何
建
。
立
識
悪
弔
謂
心
意
識
差
別
。
何

等
為
し
心
。
謂
瀧
界
処
習
気
所
し
重
一
切
種
子
阿
頼
耶
識
。
亦
名
一
異

熟
識
『
亦
名
二
阿
陀
那
識
争
以
三
能
積
．
集
諸
習
気
一
故
。
」
（
大
正
三
一
・

六
六
六
ａ
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
《
《
菌
号
開
四
目
ｇ
菌
薗
こ
が
「
能
積
。

集
諸
習
気
一
」
と
能
動
的
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
『
雑
集
論
』
（
大
正
三

一
・
七
○
一
ｂ
）
も
同
様
で
あ
る
。
註
⑳
参
照
。

③
『
摂
大
乗
論
』
の
こ
の
個
所
に
関
し
て
は
既
に
袴
谷
憲
昭
「
恭
冒
四
‐

圖
乱
口
四
＄
日
唱
凹
冒
に
お
け
る
心
意
識
説
」
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要

第
七
六
冊
）
に
お
い
て
諸
訳
と
諸
註
釈
を
駆
使
し
た
詳
細
な
研
究
が
な

さ
れ
て
い
る
。

②
袴
谷
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
「
第
三
の
心
の
体
」
の
「
第
三
」

と
い
う
序
数
は
ア
ー
ラ
ャ
識
と
同
義
な
も
の
の
説
明
と
し
て
ア
ー
ダ

ー
ナ
識
に
次
い
で
心
が
第
三
番
目
に
出
て
く
る
た
め
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
ラ
モ
ー
ト
教
授
の
如
く
、
意
と
識
に
対
す

る
第
三
の
心
と
理
解
す
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

長
尾
雅
人
博
士
も
ラ
モ
ー
ト
教
授
と
同
じ
考
え
方
を
さ
れ
、
そ
の
論

拠
を
明
示
し
て
お
ら
れ
る
。
（
長
尾
雅
人
『
摂
大
乗
論
』
上
・
一
○
八
頁
）

そ
こ
で
以
下
に
筆
者
な
り
の
論
拠
を
述
べ
て
み
た
い
。
袴
谷
氏
自
身
、

当
該
論
文
（
二
○
三
頁
）
に
お
い
て
ラ
モ
ー
ト
教
授
ら
の
説
を
吟
味
す

る
中
で
、
経
説
と
し
て
の
「
心
・
意
・
識
」
は
必
ず
こ
の
順
序
で
出

て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。
拙
論
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
「
心
・
意
・
識
」
の
順
序
は
、
一
般
に
、
説
明
に
お
い
て
も
守

ら
れ
て
い
る
。
（
従
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
序
数
を
つ
け
た
り
し
て
い
な
い
。
）
し

か
し
、
『
摂
大
乗
論
』
は
教
証
と
し
て
「
心
・
意
・
識
」
を
引
用
し

た
後
、
い
き
な
り
「
意
」
か
ら
説
明
を
始
め
、
次
に
そ
れ
と
関
連
づ

け
て
「
識
」
を
説
明
し
、
最
後
に
、
「
心
」
は
前
二
者
と
関
係
し
た
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七
識
を
除
い
た
も
の
で
、
そ
れ
は
ア
ー
ラ
ャ
識
（
第
八
識
）
を
離
れ
て

は
存
在
し
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
の
識
（
八

識
）
の
中
で
「
意
」
と
「
識
」
に
相
当
す
る
も
の
を
消
去
し
て
、
残

、
、

っ
た
も
の
を
「
心
」
と
す
る
と
い
う
論
述
形
態
を
取
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
『
摂
大
乗
論
』
で
「
意
（
特
に
染
汚
意
）
」
が
重
視
さ

れ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
経
説
の
順
序
と
説
明
の
順
序

が
異
な
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
「
第
三
」
と
い
う
序
数
を
つ
け
て
経
説

の
「
心
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
考
え
方
は
「
秘
義
分
別
摂
疏
』
（
も
①
戸
ｚ
○
．
引
認
目
．
甜
寄
。
）

に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
そ
の
個
所
の
袴
谷
氏
の
和
訳
を
借
用
す
る

ｌ
〔
次
に
〕
本
来
の
問
題
（
す
な
わ
ち
心
）
を
主
題
と
し
て
「
第

三
の
心
の
体
」
《
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、
教
説
の
観
点
か
ら
い
え
ば
「
第

、
、

三
」
で
は
な
い
が
、
論
述
の
観
点
か
ら
い
え
ば
〔
第
三
〕
な
の
で
あ

る
。
ｌ
（
前
掲
論
文
二
八
七
頁
傍
点
筆
者
）
こ
の
中
、
「
教
説
の
観
点
」

と
は
、
袴
谷
氏
自
身
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
教
学
体

系
に
お
い
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
は
経
説
と

し
て
の
「
心
・
意
・
識
」
で
あ
る
。
「
ア
ー
ラ
ャ
識
・
ア
ー
ダ
ー
ナ
識

・
心
」
と
い
う
同
義
語
は
琉
伽
行
派
の
他
の
論
害
に
も
見
ら
れ
る
が
、

順
序
も
含
め
て
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
（
時
に
は
異
熟
識
な
ど
も

そ
れ
に
含
め
ら
れ
る
。
）
ま
た
、
『
摂
論
無
性
釈
』
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
ｌ

「
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
第
三
の
心
の
体
は
認
識
さ
れ
な
い
」
と
は
、

意
と
い
う
語
の
体
は
直
前
に
減
し
た
識
で
あ
り
、
識
と
い
う
語
の

〔
体
〕
は
六
識
で
あ
る
如
く
に
、
別
な
、
心
と
い
う
語
の
体
は
そ
の

如
く
に
は
認
識
さ
れ
な
い
。
〔
し
か
し
〕
こ
の
〔
心
と
い
う
〕
能
詮

の
体
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
。
こ
れ
（
心
）
は
〔
意
と
識
の
〕
同

義
語
に
属
す
る
の
で
も
な
い
。
意
と
識
の
二
つ
の
所
詮
は
異
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
語
の
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
が

所
詮
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ア
ー
ラ
ャ
識
が
心
と
い
う
語
の
所
詮
で
あ

る
ｌ
令
陽
．
ｚ
○
．
訊
紹
．
巨
．
隠
留
齢
‐
膣
豐
］
）
も
明
ら
か
に
意
と

識
に
対
す
る
第
三
の
心
と
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
当

該
部
の
玄
英
訳
は
、
袴
谷
氏
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
「
如
是
心
声
離

彼
二
種
無
体
可
得
」
（
大
正
三
一
・
三
八
五
ａ
）
の
「
彼
二
種
」
を
ど

う
理
解
す
る
か
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
彼
二
種
」
が
ア

ー
ラ
ャ
識
と
ア
ー
ダ
ー
ナ
識
を
指
す
と
す
れ
ば
唐
突
す
ぎ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
や
は
り
ラ
モ
ー
ト
教
授
の
如
く
、
意
と
識
を
指
す
と
す

る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
個
所
に
相
当
す
る
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
は

《
《
鴨
盲
目
（
四
昌
四
）
こ
で
あ
ろ
う
が
、
漢
文
と
し
て
は
「
か
く
の
如
く

な
ら
ば
心
声
は
彼
の
〔
意
と
識
の
〕
二
種
を
離
れ
て
は
体
得
る
零
へ
き

こ
と
な
か
ら
ん
」
と
い
う
方
向
に
読
む
寺
へ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も

う
一
つ
の
『
摂
論
世
親
釈
』
は
§
袴
谷
氏
も
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
直
接
こ
の
「
第
三
」
の
問
題
の
解
決
に
役
立
た
な
い
。

⑬
当
該
部
の
玄
英
訳
は
「
心
体
第
三
若
離
二
阿
頼
耶
識
一
無
一
一
別
可
》
得
。

是
故
成
．
就
阿
頼
耶
識
↓
以
為
一
心
体
↓
由
言
一
此
為
一
一
種
子
一
意
及
識
転
。

何
因
縁
故
亦
説
名
し
心
。
由
一
一
種
友
法
窯
習
種
子
所
一
一
積
集
一
故
」
（
大

正
三
一
・
一
三
四
ａ
）
で
あ
る
。

⑭
「
摂
大
乗
論
』
の
註
釈
で
チ
｜
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
み
残
っ
て
い
る
「
秘
義

分
別
摂
疏
』
（
尋
昌
．
目
雪
国
吟
ｌ
笥
忠
の
）
に
は
他
の
論
書
に
見
ら
れ

な
い
、
す
べ
て
を
総
合
し
た
形
の
語
義
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し

て
こ
の
註
釈
書
は
、
著
者
も
訳
者
も
不
明
で
、
チ
零
ヘ
ッ
ト
訳
と
し
て

も
第
一
章
の
後
半
ま
で
し
か
な
く
、
し
か
も
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
語
義
解
釈
は
直
接
他
の
論
害
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
書
の
持
つ
思
想
史
的
な
位
置
を
明
確

n句

O／



に
し
得
な
い
た
め
、
当
論
文
で
は
正
式
に
は
取
上
げ
な
い
。
た
だ
、

そ
の
内
容
は
充
分
に
興
味
を
引
く
も
の
な
の
で
ゞ
以
下
に
そ
れ
を
ま

と
め
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
個
所
に
関
し
て
は
、
す
で
に
高
田
仁
覚

『
摂
大
乗
論
に
於
け
る
阿
頼
耶
識
設
定
の
密
意
』
（
密
教
文
化
第
一
二

号
二
七
’
二
九
頁
）
と
袴
谷
前
掲
論
文
（
二
八
三
’
一
・
一
八
五
頁
）
に
詳
し
い

紹
介
や
和
訳
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

目
声
聞
乗
に
お
け
る
も
の

（
こ
れ
は
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
）

自
大
乗
に
お
け
る
も
の

①
八
識
す
尋
へ
て
を
心
で
も
あ
り
、
意
で
も
あ
り
、
識
で
も
あ
る
と
す

る
説ア
ー
ラ
ャ
識
（
第
八
識
）
は
「
積
む
（
の
晶
冨
》
・
旨
○
ｓ
」
か
ら
、

染
汚
意
（
第
七
識
）
は
対
象
を
「
考
え
る
（
の
①
日
切
冨
諦
・
の
国
威
）
」

か
ら
、
六
識
は
「
種
を
な
も
の
（
の
］
昌
蔚
目
明
叩
・
詳
国
）
」
を
認

識
す
る
か
ら
心
で
あ
る
。
八
識
す
べ
て
は
「
等
無
間
（
日
誌
目
の
‐

冒
号
目
包
昏
撹
冒
恥
困
目
色
ロ
四
国
冨
国
）
」
と
「
思
惟
す

る
（
陣
○
甥
冒
轆
曽
四
国
餌
ロ
四
）
」
と
い
う
意
味
で
意
で
あ
る
。
八

識
す
ぺ
て
は
対
象
を
「
各
別
に
認
識
す
る
（
、
。
の
○
門
目
四
目
窟
Ｈ

Ｈ
嗣
冒
”
冒
鼻
弓
笥
名
は
）
」
と
い
う
意
味
で
識
で
あ
る
。

⑪
八
識
を
心
と
意
と
識
に
分
け
る
説
（
著
者
の
立
場
）

本
当
に
は
、
「
積
む
こ
と
（
の
品
噌
“
８
苫
す
餌
）
」
、
「
種
た
な

こ
と
（
ｍ
ｐ
Ｐ
諒
冒
鴨
恩
”
・
胃
鼻
ご
印
）
」
、
対
象
を
「
考
え
る
こ

と
（
の
①
目
の
冒
《
ｏ
冒
冨
口
曾
）
」
か
ら
ア
ー
ラ
ヤ
識
だ
け
が
心
で

あ
り
、
他
〔
識
〕
は
そ
う
で
は
な
い
。
〔
他
識
に
は
こ
の
〕
三

因
〔
す
。
へ
て
〕
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
も
明
瞭
な

形
で
「
慢
宜
。
昌
冨
《
旨
習
四
）
」
で
あ
る
か
ら
、
染
汚
意
だ

け
が
意
で
あ
る
が
、
不
明
瞭
で
あ
る
か
ら
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
↑
、
鴨
昌

冒
官
ｂ
ご
胃
こ
で
あ
る
が
、
他
の
場
合
の
理
由
句
の
使
い
方
か
ら
考
え

て
：
目
明
巴
ｇ
官
呂
豈
壗
こ
と
す
る
）
ア
ー
ラ
ャ
識
は
そ
う
で

は
な
く
、
相
続
が
断
じ
る
か
ら
他
識
（
六
識
）
も
そ
う
で
は
な
い
。

種
交
な
も
の
と
し
て
明
瞭
な
形
相
を
有
す
る
か
ら
〔
六
〕
転
識

だ
け
が
識
で
あ
る
。
不
明
瞭
で
あ
る
か
ら
ア
ー
ラ
ャ
識
は
そ
う

で
は
な
く
、
種
盈
で
な
い
か
ら
染
汚
意
も
そ
う
で
は
な
い
。

こ
の
他
、
「
大
乗
荘
厳
経
論
』
含
‐
鶴
偶
）
に
「
心
」
を
《
《
・
胃
幽
こ

と
関
係
づ
け
た
解
釈
が
見
ら
れ
る
が
、
直
接
語
義
解
釈
を
意
図
し
た

も
の
か
ど
』
フ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

⑮
『
摂
論
世
親
釈
』
真
諦
訳
に
は
「
質
多
名
有
二
何
義
記
謂
種
を
義

及
滋
長
義
」
（
大
正
三
一
・
一
五
九
ｂ
）
と
述
、
へ
ら
れ
て
い
る
。

⑯
当
該
部
の
玄
英
訳
は
「
心
有
一
一
二
種
争
一
集
起
心
、
無
量
種
子
集

起
処
故
。
二
種
灸
心
、
所
縁
行
相
差
別
転
故
。
」
（
大
正
三
一
・
七
八
四

ｃ
）
で
あ
る
。

、
拙
論
弓
成
業
論
』
に
お
け
る
異
熟
識
説
」
（
印
佛
研
第
三
○
巻
第
二

号
）
参
照
。

⑬
こ
こ
に
も
『
成
業
論
」
に
お
け
る
ヴ
ァ
マ
〈
バ
ン
ド
ゥ
の
立
場
の
特

徴
（
経
量
部
か
ら
瑚
伽
行
派
へ
転
じ
る
直
前
の
頃
）
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ

づ
（
》
０
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Ｆ
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鯉
刈
咽
Ｊ
一
心
一

稲
川
裁
幽

⑳
『
摂
大
乗
論
」
（
一
・
一
三
節
琴
員
．
旨
．
竪
罫
‐
。
）
参
照
。

⑳
当
該
部
の
玄
英
訳
は
「
云
何
識
穂
。
謂
於
二
所
縁
境
一
了
別
為
し
性
。

亦
名
二
心
音
甥
由
二
採
集
一
故
、
意
所
摂
故
。
最
勝
心
者
、
謂
阿
頼
耶

識
。
何
以
故
。
由
二
此
識
中
諸
行
種
子
皆
採
集
一
故
」
（
大
正
三
一
・
八

四
九
ｃ
）
で
あ
る
。
玄
英
は
二
個
所
と
も
「
採
集
」
と
訳
し
て
い
る

が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
な
ど
の
註
釈
か
ら
考
え
て
、

前
の
「
採
集
」
は
明
ら
か
に
《
《
・
洋
国
（
種
左
な
）
〕
・
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
玄
英
の
読
み
誤
り
で
あ
ろ
う
。
註
⑳
参
照
。
ま
た
、
こ
の

「
心
」
に
関
す
る
論
述
の
仕
方
は
『
聡
伽
論
』
（
摂
決
択
分
）
と
類
似

し
て
い
る
。

⑪
『
三
性
論
』
が
ヴ
ァ
ス
バ
ソ
ド
・
ワ
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ー
サ
ン
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
（
《
《
Ｆ
⑦
弓
菌

曾
凰
芯
。
①
ｑ
閉
巨
ご
ｐ
胃
Ｑ
ぽ
’
ロ
‐
ｚ
四
ぬ
い
Ｈ
菅
同
四
目
Ｈ
］
①
⑳
吋
○
］
ぬ
ロ
呉
‐
ｐ
Ｈ
の
⑳
》
》

冒
凹
騨
侭
①
印
・
巨
冒
○
厨
９
９
口
目
営
骨
①
の
蝉
后
路
）
如
く
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
は
二
通
り
あ
り
、
一
つ
は
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
、
も
う
一
つ
は

＊
「
摂
大
乗
諭
』
に
つ
い
て
は
註
⑳
参
照
。
こ
の
「
聴
伽
論
』
の
考
え
方
は
ア
サ
ン
ガ
の
そ
れ
と
は
少
し
隔
が
あ
り
、
当
該
論
吾
の
著
者
問
題
を
考
え

る
際
の
参
考
資
料
と
な
ろ
う
。

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
内
容
的
に
見
て
も
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

、
単
に
「
心
」
を
二
分
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
『
顕
揚
聖
教
論
』
に

「
心
性
有
二
二
種
一
異
熟
及
與
転
初
阿
頼
耶
識
種
子
二
応
知

論
日
。
略
説
心
性
有
二
二
種
↓
一
名
一
異
熱
心
圭
二
名
一
転
心
↓
異
熱

心
者
即
阿
頼
耶
識
、
亦
名
一
切
種
子
識
」
（
大
正
三
一
・
五
六
五
ａ
）
と

あ
る
。
こ
れ
は
「
三
性
論
』
と
同
様
な
考
え
方
で
あ
る
が
、
「
心
」

の
語
義
解
釈
と
関
連
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
。

⑬
こ
の
顕
著
な
例
の
一
つ
は
、
彼
が
『
三
十
頌
』
に
於
い
て
示
し
た

「
識
転
変
（
ぐ
笥
習
四
‐
ｇ
国
風
目
④
）
」
の
理
論
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
シ

ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
教
授
が
解
明
し
た
よ
う
に
（
《
《
殴
具
働
具
時
四
‐

ぐ
ｏ
３
ｐ
ｍ
ｍ
の
何
口
侭
§
旨
く
冒
融
威
囿
巨
且
園
目
曾
国
ご
急
固
炭
の
○

国
秒
且
桝
巳
、
こ
の
理
論
は
経
量
部
の
「
相
続
転
変
差
別
（
の
四
口
冨
武
‐

冨
剖
目
四
目
四
‐
く
扉
①
笛
）
」
の
考
え
方
を
琉
伽
行
派
の
ア
ー
ラ
ャ
識
説
に

適
用
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
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